
第６学年１組 算数科学習指導案 

 

１ 単元名 ２つの数で割合を表そう 

 

２ 指導観 

【５学年】         【６学年】          【６学年】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 目標 

○ ミルクコーヒー作りなどの活動を通して、比や比の値の意味や表し方を理解し、数量の関係を

比で表したり、等しい比をつくったりすることができる。（知識及び技能理解） 

○ ２つの数量の関係に着目し、等しい比について、基準とする量を変えたり、２つの数量の割合

と結びつけたりして考え、その考えを筋道立てて説明することができる。（思考力・表現力・判

断力等） 

○ 等しい比（同じ味）のミルクコーヒーを見つけたり作ったりしたことを振り返り、日常生活に

おいて、比を用いて物事を処理することの特徴やよさを活かして課題解決することができる。（学

びに向かう力・人間性等） 

 

４ 単元計画（８時間） 

 （１）コーヒーとミルクの混ぜ方を考え、似ている混ぜ方を説明する。･･･②（本時２/２） 

（２）比の考え方や表し方、比の値の意味を知る。     ･･･① 

（３）等しい比の意味を知り、等しい比のつくり方を考える。･･･②  

（４）比を使って問題を解決したり、身の回りで比が使われているものを探したりする。･･･② 

 （５）単元のまとめをし、学んだことのよさを実感する。  ･･･① 

 

５ 本時 ２０１９年９月１０日（火）４校時 

 

【比例・割合とグラフ】 

「比例」では、ともなって変

わる２つの数量の関係を表や

式に表し、対応のきまりや変

わり方について理解してい

る。 

また、「割合とグラフ」では、

同種の２量の大きさについ

て、どちらか一方の量を基準

とし、「１」と考えると、もう

一方の量はどれくらいになる

かという見方を学習し、２つ

の数量から割合を求めたり、

割合をもとにして基準量や比

較量を求めたりすることがで

きるようになっている。 

【場合の数】 

本単元では、２つの数量の大き

さを比較し、その割合を表す場合

に、どちらか一方の量を基準とす

ることなく、簡単な整数などの組

を用いて表す方法が「比」である

ことや、「比」の表し方を理解する

ことができるようにする。 

ミルクコーヒーを作り２つの

量の液体の関係について考察、表

現する活動を通して、整数の組で

表した方が、数量の関係を見やす

かったり、処理がしやすかったり

することを捉えさせる。 

また、比の値を用いると等しい

比を確かめることができること

や、「比」が日常生活のいろいろな

場面で用いられていることに気付

く場を設定していきたい。 

【比例と反比例】 

第５学年で学習した簡単

な場合の「比例」に加えて、

２つの数量の一方がｍ倍に

なれば、それと対応する他

方の数量もｍ倍になること

や２つの数量の対応してい

る値の商に着目すると、そ

れがどこも一定になってい

ることを理解させる。 

また、目的に応じて表や

式、グラフを用いてそれら

の関係を表現して、変化や

対応の特徴を見いだすとと

もに、それらを日常生活に

活かすことができるように

する。 



６ 主眼 

○ コーヒーとミルクの混ぜ方や表し方に興味をもち、似ている混ぜ方を見つけることができる。 

○ コーヒーとミルクの混ぜ方を話し合い、具体的な数や割合を用いて、似ている混ぜ方について

の考えを筋道立てて説明することができる。 

７ 準備 

  コーヒー・ミルク・各種カップ（容器）・話し合い用ボード 

８ 本時の過程（２／８時間） 

段階 学習活動と内容 主な支援 
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【問題を見いだす活動】 

１ 今までタイムを行い、本時のめあてをつかむ。 

○ 今までタイムを行い、前時学習を想起する。 

・混ぜ方によって色や味が変わる。 

・容器や数が違っても、色や味が似 

ているものがある。 

○ 問題を提示し、既習学習の結果を確認し、めあてをつかむ。 

 コーヒー ミルク 

Ａ（赤） 大カップ１ 大カップ２ 

Ｂ（青） 大カップ１ 小カップ２ 

Ｃ（黄） 大カップ２ 大カップ３ 

Ｄ（緑） 小カップ２ 小カップ４ 

 

 

２ 見通しをもち、似ている混ぜ方について考える。 

○ 着目点を提示し、見通しをもつ。 

・容器の種類  ・数の差  ・倍の関係「割合」 

○ 見通しをもとに、混ぜ方が似ているかどうかを調べ、自分

の考えを書く。 

【考えを表現し伝え合う活動】 

３ 考えを交流し、似ている混ぜ方について説明する。 

○ 考えを班で交流し、より分かりやすい説明をつくり出す。 

○ 全体で交流し、考えをまとめる。 

・ミルクはコーヒーの２倍になっている。（一方の量を基準にして） 

・同じ容器でコーヒー１杯とミルク２杯、またはその２回分に

なっている。（容器の数を基準にして） 

【学んだことを活用する活動】 

４ 本時のまとめを行い、チャレンジタイムを行う。 

○ 似ている混ぜ方の確認し、本時学習のまとめをする。 

 

 

○ チャレンジタイムを行い、学んだことのよさを実感する。 

 

 

   

 

 コーヒー ミルク 

Ｅ 50mL カップ２ 200mL カップ１ 

Ｆ 200mL カップ１ 50mL カップ６ 

 

 

○ 似ている混ぜ方を調べる

という本時の見通しをもた

せるために、前時学習を振り

返らせる。 

○ 容器の種類や数に着目し

やすいように、混ぜ方を表に

整理して提示する。 

 

 

 

 

 

○ 具体的な着目点を明らか

にするために、ＢとＣを最初

に比べさせ、子どもたちの反

応から、キーワードを整理す

る。 

 

○ 交流し、つくった説明に付

加修正しやすいように、ホ

ワイトボードを活用する。 

 

 

 

 

○ 学んだことのよさを実感

させるために、チャレンジ

問題に取り組ませる。 

○ イメージをもちやすいよ

うに、実際に容器を提示し、

ミルクコーヒーを作ってみ

せる。 

コーヒーとミルクの混

ぜ方について考えよう。 

・味や色に着目 

４つのミルクコーヒー

の中で、どの混ぜ方が似

ていますか。その理由も

説明しましょう。 

ミルクコーヒーの似ている混ぜ方を見つけ、その理由に

ついて分かりやすく説明しよう。 

次の混ぜ方は、Ａ～Ｄのどの

混ぜ方と似ていますか。その

理由も説明しましょう。 

似ている混ぜ方を見つけるには、「割合」の考え方を利用

するとよい。 



 


